HOW TO USE MARGINS: PROPORSAL FOR VACANT SPACE IN OKUTAMA by 達 吉洋
余地の建築 : 奥多摩における空き家更新の提案
著者 達 吉洋
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 7
発行年 2018-03-24
URL http://hdl.handle.net/10114/14108
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要　Vol.7（2018 年 3 月） 法政大学
余地の建築
-奥多摩における空き家更新の提案 -
HOW TO USE MARGINS
PROPORSAL FOR VACANT SPACE IN OKUTAMA
達吉洋
Yoshihiro TATSU
主査　渡辺真理　　　副査　赤松佳珠子・高村雅彦　
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　The difference between roads' floor level and building sites' floor level in sloping area makes it difficult to 
promote local community. This project aims to make a liveliness community in the sloping area by linking 
leftover space in each block, abandoned houses and pathways.
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　かつての山村集落では行事や里道の整備などの助け
合いや井戸端会議など地域と関わるコミュニティが明
らかに存在した。しかし、現在は行事も減り、家の中
で生活が完結し、その家も塀や生垣で閉ざされたこと
で住民が賑わう機会も場所もなくなっている気がす
る。コミュニティのための道や人の集まる場所をつく
ることで賑わいが生まれ、また移住してくる新参者も
地域コミュニティに自然に溶け込んでいくまちをつく
れないだろうか。
　都心部から 50 〜 60km 離れた大都市超郊外と言わ
れる地域では徐々に進む人口減に伴い、ランダムに空
き家ができるスポンジ化が深刻化している。一方で田
舎暮らしを希望して自然の豊かなそういったまちに移
住しようと考える人も増えている。またそういった人
たちが魅力に感じるのは田舎ならではの密接なコミュ
ニティや賑わいである。しかし、人口減やライフスタ
イルの変化でコミュニティや賑わいがみえないまちが
多く存在する。東京都奥多摩町もそのような現状を抱
えるまちである。
(1) 敷地：東京都奥多摩町鳩ノ巣
図１　古い空き家 図２　荒れた空き地 図３　鳩ノ巣地域航空写真
奥多摩町は多摩川の侵食によってできた谷沿いに幾つ
かの集落ができている坂のまちである。現在は自然を
生かした観光業が主な産業であり、石灰採掘などの鉱
業や衰退してしまっているが林業が行われている。人
口減によって空き家が増えており、約３軒に１軒が空
き家である。
　鳩ノ巣地域は奥多摩町の中央辺りに位置し、JR 青
梅線鳩ノ巣駅がある。234 世帯 518 人（2015 年）（棚
沢地区）が住む小さなまちである。鳩ノ巣渓谷に面し
ており、地形に富んだ坂のまちである。
１．はじめに
２．研究概要
３．事前研究
　まちのスポンジ化で生まれた空き家や空き地、家と
敷地境界線の間といった「余地」を利用し、そのまち
の特徴を生かした新しいまちの構造原理をつくること
で近隣の人々と交流を持てる地域コミュニティをつく
り、賑わいをつくることを考える。
(2) 車の道と人の道
(3) 造成分析
　鳩ノ巣の都市構造には坂のまちならではの特徴がみ
られる。
　駅の南側には多摩川と平行に国道 411 号線（青梅
街道）が通り、集落を結んでいる。駅の北側の住宅地
においては、車が通る公道は道路勾配が緩やかになる
よう、なるべく等高線に沿ってできていたり、沢沿い、
尾根沿いにできている。特に舟川の東側ではつづら折
りに上がる道が顕著に見られる。
　公道と公道の間には車の通ることのできない細い路
地や階段が網目状に張っている。等高線に直行する路
地・階段は歩行者にとってショートカットの道とな
り、等高線に平行な道は畑に通じていたり、家の勝手
口に面していたり、洗濯物や植木鉢があったりと公道
とは違った趣を持つ。こういった家の裏を通る道には
「背戸道（せどみち）」という呼び方がある。
　１世帯に最低１台は車を持つこの町では車の道（公
道）と人の道（路地・階段）があることで坂の町であ
りながら、利便性が良くなっている。
しかし、幅員２m 程度の狭い公道では（二項道路）で
　かなりの勾配がある傾斜地であり、建物も徐々に
立っていった土地のため、高い擁壁を少ない箇所で造
成するような形ではなく、一敷地ごとに家の前後に低
めの擁壁（石積み）が多数つくられている。また、建
物が建っている敷地は造成で水平に慣らされているの
に対し、斜面林や畑など元の傾斜のままであるので、
造成された水平面と傾斜面が切り貼りされたような微
地形を形成している。
　この地域の造成は練石積みが大半である。これは材
料となる石が多摩川で、モルタル原料の石灰も近くの
採石場で産出されているためであると考えられる。こ
の練石積みの擁壁が道沿いに現れ、坂の町の特徴ある
景観をつくっている。
は車が通ると人は敷地内に避けないといけなかった
り、路地が少ないところや袋小路で通り抜けができな
い所があるなど、空き地や家の隙間を紡ぎながら人の
道（路地・階段）を増やしたり、繋いだりすることで
環境は更に良くなると思われる。
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　地形の傾斜によって個々の住宅が孤立したように
建っていた街区の内側に背戸道というコミュニティを
つくるネットワークができ、さらに背戸家という人の
集まる場所ができる。
　このネットワークができることで街区の外側からは
変化は見えないが、街区の内側には高齢者が集まって
話をしていたり、住民たちが庭いじりをしていたり、
子供たちが遊んでいたり、コミュニティと賑わいが生
まれる。また背戸道に面した開口部は自然と外に開か
れたしつらえへと変わっていく。
　移住して町にやってくる新参者も地域コミュニティ
に溶け込んでいく。
　意味をなしていなかった余地が背戸道と背戸家に変
わり魅力的な街区をつくる。さらにこの道のコミュニ
ティパスシステムが鳩ノ巣地域全体にできていくこと
で魅力的な坂のまちになっていく。
　本研究を進めるにあたり、様々なご指導いただいた
渡辺真理教授に感謝いたします。また、設計指導の飯
田善彦先生、副査の赤松佳珠子教授、高村雅彦教授に
は少ない機会でしたが、大変お世話になりました。
協力していただいた皆様には大変感謝しています。   
本当にありがとうございました。
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(2) 設計手法
a) 背戸道をつくる
b) 背戸道と家を階段でつなぐ
c) 住民が集まる場所（背戸家）をつくる
　この地域の多くの家は公道と敷地の間に擁壁がある
ことで町に対して開いている建築がほとんど無い。し
かし敷地に対して比較的ゆったりと立っている。自分
の敷地の端っこを出し合って繋ぐことで街区の内側に
背中合わせになった家を繋ぐ住人のためのコミュニ
ティパス・背戸道を通し、さらに空き家や空き地を利
用して住人の集まる場所・背戸家（せどや）を設計す
る。
分 割 さ れ 造 成 さ れ た 街
区 の 内 側 に 敷 地 境 界 線
に沿ったレベル差の少な
いすべての敷地に接する
ルートを見つける。
そ の ル ー ト に コ ミ ュ ニ
ティパスとなる背戸道を
通す。
レベル差の違う敷地から
背戸道への階段を設置す
る。
背戸道の通る空き家（空
き地）に住民が集まる小
さな建築・背戸家をつく
る。
４．設計
(1) コンセプト
既存 提案
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d) 背戸道システムの展開
　背戸道のコミュニティパスシステムが町の全域でそ
れぞれの街区条件に合わせて出来ていく。
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図９ 図 10
図 11　ダイアグラム
